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1 文化財保護事業 

 

（1） 文化財保護審議会 

ア 京丹後市文化財保護審議会 

  第 1 回 令和元年 7 月 8 日（月）大宮庁舎 4 階 第 2、第 3 会議室 

      平成 30 年度文化財関連事業報告について、令和元年度文化財関連事業につ

いて、令和元年度京丹後市文化財保護審議会の計画について、京丹後市指定

文化財について 

  第 2 回 令和元年 12 月 13 日（金）大宮庁舎 4 階 第 2、第 3 会議室 

      令和元年度文化財関連事業について、京丹後市指定文化財について 

  第 3 回 令和 2 年 3 月 16 日（月）大宮庁舎 4 階 第 2、第 3 会議室 

      令和元年度文化財関連事業について、京丹後市指定文化財について 

 

イ 両丹文化財保護連絡協議会への参加 

  日 時 令和元年 10 月 30 日（水）午前 10 時～午後 4 時 

  場 所 福知山市ハピネスふくちやま 会議室 1 

  テーマ「文化財の防犯・防災について」 

      講演 「文化財の防災対策について」 

      講師  京都府教育庁指導部文化財保護課 副課長 小宮 睦氏 

   午後の研修では審議会委員および事務局が事例報告を行った。 

 

（2） 指定文化財等管理事業 

ア 京丹後市指定文化財等補助金 

  交付件数 27 件 

   市内に所在する指定文化財等の所有者が行う建造物、絵画等の修理や保存施設の整

備、民俗芸能等の道具の整備などの事業に対して補助金の交付を行った。 

 

イ 史跡等維持管理 

  史跡維持管理事業 委託事業件数 17 件 

  市内に所在する国・府・市指定史跡等について草刈り等の維持管理を実施した。 
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ウ 指定文化財等管理 

  件数 5 件（看板修繕 4 件、工事 1 件） 

  遠處遺跡案内看板、遠處遺跡説明看板、鹿野八幡神社看板・標柱、鳴き砂注意喚起看

板の修理および浜詰遺跡復元住居の修繕を行った。 

 

（3） コウノトリ関連事業 

ア 市内での繁殖の動き 

  ①久美浜町永留地内（人工巣塔） 

平成 31 年 2 月中旬から造巣し産卵を確認した。孵化最終予定日になっても孵化の

様子がなく、兵庫県立コウノトリの郷公園が孵化していない可能性が高いと判定し

た。翌シーズンとなる令和 2 年 2 月には、新しいペアで造巣が確認された。 

②久美浜町市場地内（人工巣塔） 

平成 31 年 2 月中旬から繁殖行動を確認。昨年と同じ近親ペア（弟姉）のため、兵庫

県立コウノトリの郷公園が 4 月 8 日に托卵を実施。巣内の 4 卵を回収し、擬卵 2 卵

と野外個体群の 2 卵（両親は飼育ペア）を托卵した。その後、4 月 22 日に少なくと

も 1 羽のヒナを確認し、4 月 25 日に 2 羽目も確認。6 月 2 日に足環装着作業を実施

し、採取した試料（血液等）などから、2 羽ともオスと確認（確認実施機関：兵庫県

立コウノトリの郷公園）。6 月 23 日巣立ち。10 月 17 日、近親ペアのメスが防獣ネッ

トに絡まり、収容・治療が行われたが、10 月 19 日死亡（郷公園獣医師により確認）。

翌シーズンとなる令和 2 年 2 月には、新しいペアで造巣を確認。 

③網野町島津地内（電柱） 

平成 31 年 2 月中旬に電柱上で造巣を確認、3 月 31 日に少なくとも 2 羽のヒナを確

認し、4 月 2 日に少なくとも 4 羽のヒナを確認。5 月 8 日に足環装着作業実施。5 月

17 日にヒナがメス 2 羽、オス 2 羽とわかった（確認実施機関：兵庫県立コウノトリ

の郷公園）。6 月 4 日 J0221（メス）巣立ち確認・J0219（メス）巣立ち推定（地上に

降り立ったところ確認できず）。6 月 8 日 J0220（オス）巣立ち確認。6 月 10 日 J0222

（オス）巣立ち確認。翌シーズンとなる令和 2 年 2 月には、再度造巣を確認。 

④網野町浅茂川地内（鉄塔） 

昨年度は造巣が確認されたが、今年度は確認できていない。地元住民の話によると、

峰山町橋木地内で新規ペアの内の 1 羽がいるところを目撃したとのこと。今後、場
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所を変更し造巣する可能性があるため、引き続き注意が必要である。 

 

イ その他 

  令和 2 年 3 月 26 日、網野町郷地内・島津地内の電柱上でコウノトリが造巣していた

ため、巣を撤去。その後、3 月 31 日にも同じ場所で造巣していたため、巣を撤去し、

今後の様子を見守ることとした。 

 

（4） 網野銚子山古墳史跡整備事業 

ア 史跡整備検討委員会 

  第 1 回 令和元年 7 月 1 日（月）網野庁舎別館 1 階会議室、現地 

      委嘱状交付、会長・副会長の選任、現地視察、網野銚子山古墳の発掘調査に

ついて、網野銚子山古墳の整備工事について（平成 30 年度工事進捗確認） 

  第 2 回 令和元年 7 月 31 日（火）網野庁舎別館 1 階会議室、現地 

      発掘調査現地視察、網野銚子山古墳の発掘調査について、網野銚子山古墳の

整備工事について（令和元年度工事実施設計の検討） 

  第 3 回 令和 2 年 1 月 30 日（木）網野庁舎別館 1 階会議室、現地 

      現地視察、網野銚子山古墳の発掘調査について（復元図の検討）、網野銚子山

古墳の整備工事について（令和元年度工事進捗確認） 

 

イ 整備工事実施設計の作成 

  過去の発掘調査の成果および上記史跡整備検討委員会での指導・検討をもとに、網野

銚子山古墳整備令和元年度分の工事実施設計を作成した。 

 

ウ 整備工事 

 平成 30 年度（繰越）及び令和元年度工事実施設計に基づき環境整備工事を実施した。 

①平成 30 年度分 

工事期間  平成 31 年 2 月 19 日～令和元年 8 月 28 日 

   概  要  ○撤去工－墳丘に樹生する細木の伐採及び処分 419 本 

         ○墳丘補修盛土工－墳丘の陥没部分の盛土補修 4 ヶ所、天端盛土 

         ○墳丘復元盛土工－墳丘裾の盛土整形、裾部表示 30.4ｍ 
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         ○遺構表示工－防塵舗装による周溝表示 2，084 ㎡ 

         ○園路工－丸太階段の付替 1 ヶ所、園路部分の土舗装 124ｍ 

   ②令和元年度分 

   工事期間  令和元年 11 月 7 日～令和 2 年 3 月 27 日 

   概  要  〇撤去工－墳丘に樹生する樹木の整理伐採及び処分 218 本 

         〇墳丘復元盛土工－墳丘裾の盛土整形、裾部表示 85.2ｍ 

         〇遺構表示工－防塵舗装による周溝表示 2，300 ㎡ 

         〇園路工－園路部分の土舗装 45ｍ 

エ その他 

  平成 27～29 年度実施分の調査報告書を発刊した。 

『史跡網野銚子山古墳－整備事業に伴う発掘調査－』（令和 2 年 3 月 25 日刊行） 

 

（5） 埋蔵文化財 

ア 埋蔵文化財発掘の手続件数 

  30 件（文化財保護法 92 条関係 4 件、同法 93 条関係 18 件、同法 94 条関係 8 件） 

○法 92 条関係届出（地方自治体以外が実施する発掘調査） 

届出日 遺跡名 所在地 調査機関 調査契機 

R 元.6.28 浜詰遺跡 網野町浜詰 同志社大学考古学研究

室 

学術調査 

R 元.7.4 丹波丸山古墳・

平ヶ岡古墳群 

峰山町丹波・ 

矢田 

（公財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター 

道路改良工事 

R 元.7.26 上野遺跡 丹後町上野 （公財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター 

道路改良工事 

R 元.9.26 川向遺跡・川向

南古墳群 

丹後町成願寺 （公財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター 

道路改良工事 

 

○法 93 条・法 94 条関係届出・通知（民間その他事業者が実施する土木工事） 

関係条文 届出・通知日 遺跡名 所在地 開発内容 指示内容 

93 条 H31.4.16 小山遺跡 大宮町善王寺 個人住宅 工事立会 
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93 条 R 元.5.7 太田古墳群 弥栄町和田野 土砂採取 発掘調査 

94 条 R 元.6.5 途中ヶ丘遺跡 峰山町長岡 公園施設増築等 工事立会 

93 条 R 元.6.5 女城跡 弥栄町味土野 施設建築 工事立会 

93 条 R 元.6.5 月出遺跡 網野町浜詰 電柱設置 工事立会 

93 条 R 元 6.12 月出遺跡 網野町浜詰 電柱設置 工事立会 

93 条 R 元.6.12 小山遺跡 大宮町善王寺 電柱設置 工事立会 

94 条 R 元.6.26 奈具遺跡 弥栄町黒部 校舎改修 工事立会 

94 条 R 元.7.16 途中ヶ丘遺跡 峰山町長岡 グラウンド整備 発掘調査 

93 条 R 元.7.23 小山遺跡 大宮町善王寺 建売住宅建設 工事立会 

93 条 R 元.8.1 浅後谷北城跡ほか 網野町高橋 電線張替工事 工事立会 

93 条 R 元.8.7 幾坂遺跡 大宮町周枳 電柱設置 工事立会 

93 条 R 元.8.7 菅外遺跡 大宮町口大野 電柱設置 工事立会 

93 条 R 元.8.7 新浜古墳群 網野町網野 電柱設置 慎重工事 

93 条 R 元.8.7 大野城跡 大宮町口大野 電柱設置 工事立会 

94 条 R 元.8.27 大成古墳群 丹後町竹野 遊歩道整備 工事立会 

93 条 R 元.10.18 椎ノ坪遺跡 久美浜町壱分 電柱設置 工事立会 

94 条 R 元.10.25 新町遺跡ほか 峰山町新町 道路新設 発掘調査 

94 条 R 元.11.11 立山古墳群ほか 弥栄町溝谷 地質調査 工事立会 

93 条 R 元.11.15 途中ヶ丘遺跡 峰山町長岡 電柱設置 工事立会 

93 条 R 元.12.13 菅外遺跡 大宮町口大野 個人住宅 工事立会 

93 条 R2.1.31 浜詰遺跡 網野町浜詰 旅館棟増築 発掘調査 

94 条 R2.1.31 途中ヶ丘遺跡 峰山町長岡 公園施設増築 工事立会 

93 条 R2.2.12 小山遺跡 大宮町善王寺 電柱設置 工事立会 

94 条 R2.2.17 遠處遺跡 弥栄町木橋 看板修繕 工事立会 

93 条 R2.3.2 岩鼻城跡 網野町仲禅寺 電線張替工事 工事立会 

 

イ 埋蔵文化財発掘調査 

  発掘調査 10 件（京都府埋蔵文化財調査研究センター実施 丹波丸山古墳群・平ヶ岡 

古墳群、上野遺跡、川向遺跡・川向南古墳群） 
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（京丹後市教育委員会実施 史跡網野銚子山古墳、途中ヶ丘遺跡、

太田古墳群、女城跡、加悦岡遺跡、浜詰遺跡） 

（同志社大学実施 浜詰遺跡 ※学術調査） 

（発掘調査指示のうち次年度調査予定 1 件） 

  立会調査指示 21 件（文化財保護課実施分 19 件、京都府教育委員会実施分 2 件） 

慎重工事指示 1 件 

 

ウ 埋蔵文化財発掘調査 

 (ア)史跡網野銚子山古墳 

  概 要  史跡整備を計画している網野銚子山古墳について、古墳墳丘裾表示の設計

に必要な情報を得るため、昨年度表土を除去したところで休止していた、

東側くびれ部の発掘調査を行った。 

  現地調査期間  令和元年 5 月 21 日～令和 2 年 2 月 14 日（発掘調査） 

  発掘調査現地説明会  令和元年 9 月 8 日実施。参加者 166 人 

  成 果  3 段に及ぶ墳丘斜面から、良好な状態の葺石とその基底石、またそれらが

屈曲している位置を確認することができ、くびれの位置を確定することが

できた。さらに、2 段のテラス面には樹立したままで残る埴輪列と礫敷き

が残っており、特に上段のテラス面では、埴輪が基底石に沿って屈曲して

いる状態を確認できた。今回の調査によって、銚子山古墳の前方部の大き

さ等を推定する上で重要な成果を得ることができた。 

(イ)途中ヶ丘遺跡 

  概 要  峰山途中ヶ丘公園の再整備に伴い、確認調査を実施した。 

  現地調査期間  平成 31 年 4 月 15 日～17 日、令和元年 9 月 20 日～25 日 

  成 果  サブグラウンド域 2 ヶ所、グラウンド域 1 ヶ所の計 3 ヶ所に調査地を設定

し、調査を行った。結果、整備工事の大部分は、公園造成時の盛土の範囲

内で納まることを確認し、遺跡が保護されている現状に変化のないことを

確認できた。 

  報告書  『途中ヶ丘遺跡発掘調査報告書Ⅶ』（令和 2 年 3 月 25 日刊行） 

 (ウ)太田古墳群 

  概 要  工場建設に伴う急傾斜地解消を目的とした土砂採取事業に伴い、対象地に
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存在する古墳群の状況確認調査を実施した。 

  現地調査期間  令和元年 5 月 9 日～令和元年 6 月 4 日 

  成 果  13～16 号墳の調査を実施した。古墳状の形状は各所で認められたが、外表

施設は認められず、出土遺物も見られなかった。そのため、墳丘の大部分

が失われたものと判断される。 

  報告書  『太田古墳群発掘調査報告書』（令和元年 12 月 27 日刊行） 

（エ）女城跡 

概 要  東屋の設置計画に伴い、遺跡の確認調査を実施した。 

現地調査期間  令和元年 5 月 17 日 

成 果  東屋設置が計画されている 2 ヶ所で調査を実施した。うち 1 ヶ所で表土直

下に地山が存在し、遺構面が浅いところに位置する可能性が高いことを確

認できた。 

報告書  『令和元年度 市内遺跡発掘調査報告書』（令和 2 年 3 月 25 日刊行） 

 （オ）加悦岡遺跡 

概 要  府営ほ場整備計画に伴い、遺跡の範囲確認調査を実施した。 

現地調査期間  令和元年 11 月 5 日～15 日 

成 果  遺跡の北～東側隣接域に 7 ヶ所の調査区を設けて調査を実施した。結果、

遺跡のすぐ北側で地山を確認したが、他の調査箇所では河川堆積層がみら

れ、遺跡の範囲は現状と変わるものではないことが確認できた。 

報告書  『令和元年度 市内遺跡発掘調査報告書』（令和 2 年 3 月 25 日刊行） 

 （カ）浜詰遺跡 

概 要  遺跡範囲内の旅館施設増築計画に伴い、遺跡の確認調査を実施した。 

現地調査期間  令和 2 年 2 月 17 日～21 日 

成 果  旅館施設の増築予定範囲に 3 ヶ所の調査区を設けて調査を実施した。結果、

旅館の新築前にあった工場の基礎による攪乱がみられ、その下は砂丘の堆

積が厚く、遺跡の確認には至らなかった。 

報告書  令和 2 年度以降刊行予定 

 

（6） 普及啓発事業 

ア 第 49 回丹後震災記念展、「丹後震災の記憶を辿る」 
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  新型コロナウィルス感染症対策のため中止 

 

イ 市制 15 周年記念特別公開「上前智祐の世界～版画を中心に～」 

会 期：令和元年 10 月 28 日（月）～11 月 8 日（金） 

  会 場：京丹後市役所 1 階、京丹後市網野庁舎 1 階、京丹後市大宮庁舎 2 階、 

      京丹後市丹後庁舎 1 階、京丹後市久美浜庁舎 1 階、弥栄地域公民館 1 階 

  概 要：京丹後市出身の画家上前智祐氏の版画（シルクスクリーン）を展示 

 

ウ 文化財セミナー 

  第 1 回  日 時 令和元年 8 月 11 日（日） 午後 1 時 30 分～午後 4 時 30 分 

       会 場 アグリセンター大宮大ホール  参加者 100 人 

第 1 部 第 20 回地震火山こどもサマースクール ｉｎ ＴＡＮＧＯ 

     フォーラム「丹後半島のヒミツ」 

基調講演 1：尾池和夫氏（京都造形大学学長、元京都大学総長、前日本ジオパー

ク委員会委員長）「丹後半島とジオパークの楽しみ方」 

基調講演 2：加納靖之氏（東京大学地震研究所准教授）「丹後半島の過去と現

在、これから」 

基調講演 3 室谷智子氏（国立科学博物館）「国立科学博物館に残された北丹後

地震の記録」 

   第 2 部 第 20 回地震火山こどもサマースクール「丹後半島のヒミツ」の 2 日間 

    子どもたちのチーム発表 

  ※第 20 回地震火山こどもサマースクール ｉｎ ＴＡＮＧＯとの共催事業 

 

エ 「京丹後史博士」育成講座 

  数多くの資料が残る京丹後市の歴史について、資料を見て・触れて・読む機会をつく

り、郷土の歴史を体感するとともに、資料から歴史を読み取る方法を学ぶことを目的と

して講座を実施した。令和元年度認定者は、京丹後史博士（25 講座以上）1 名、京丹後

史講師（20 講座以上）1 名、京丹後史修士（15 講座以上）1 名、京丹後史学士（10 講座

以上）3 名である。 

令和元年度末の京丹後史博士の認定者総数は 67 人となった。 
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 会場： アグリセンター大宮、弥栄地域公民館、現地 

番号 日   時 内      容 受講者数 

1 6 月 25 日（火） 竹野遺跡出土の礫群について 27 人 

2 7 月 9 日（火） 丹後の横穴墓 17 人 

3 7 月 27 日（土） 丹後古代の里資料館企画展示 2「京丹後市内

の学校所蔵資料 2」展示解説 

22 人 

4 9 月 7 日（土） 味土野大滝および女城跡現地見学 27 人 

5 9 月 28 日（土） 金刀比羅神社現地見学 18 人 

6 10 月 24 日（木） 「麒麟がくる」 前に～光秀と幽斎丹後～ 28 人 

7 11 月 9 日（土） 丹後の蚕業遺産 12 人 

8 11 月 30 日（土） 郷土資料館見学 15 人 

うち 6・7 は外部講師 

令和元年度延べ受講者数 166 人 

 

オ ＡＣＴＶ京丹後局「ふるさと文化財めぐり」作成 

  京丹後市ケーブルテレビ 11 チャンネルで放送の「ふるさと文化財めぐり」の番組作

成を行った。 

 第 49 回 須田の奴振、第 50 回 網野銚子山古墳 

 

カ 広報きょうたんご「京丹後市の文化財」連載 

  平八幡神社本殿、慶徳院本堂・山門・鐘楼、成願寺本堂、大屋神社本殿、 

宗雲寺本堂ほか、船木の通り堂 
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2 文化財保護関係施設 

 

（1） 京丹後市デジタルミュージアム 

 京丹後市内の指定文化財を紹介するＨＰを開設している。 

ＵＲＬ：http://www.city.kyotango.lg.jp/top/soshiki/kyoikuiinkai/bunkazaihogo/3/1/index.html 

 

（2） 琴引浜鳴き砂文化館 

所在地：〒627-3112 京丹後市網野町掛津 1250 TEL 72-5511 FAX 66-3755 

ＵＲＬ：http://www.nakisuna.jp/ 

入館料：大人 300 円・小中学生 100 円（団体 15 名以上大人 200 円） 

休館日：火曜日（祝祭日の場合は翌日）・年末年始 

平成 13 年 10 月オープン。木造 2 階建。公益財団法人日本ナショナルトラストが建設し

た施設で、18 年度からは指定管理制度を導入し掛津区が管理運営を行っている。琴引浜

の鳴き砂の保全及び保護啓発活動、自然環境学習の援助並びに促進を図っている。また

大地の学習では、市内小学校の見学受入を行っている。 

令和元年度 入館者数 9,520 人 

 

（3） 丹後古代の里資料館 

所在地：〒627-0228 京丹後市丹後町宮 108 TEL 75-2431 FAX 75-2432 

ＵＲＬ：http://www.city.kyotango.lg.jp/kodainosato/index.html 

入館料：大人 300 円・小中学生 150 円（団体 15 名以上：大人 200 円・小中学生 100 円） 

休館日：火曜日（祝祭日の場合は翌日）・年末年始 

平成 6 年 7 月オープン。鉄筋コンクリート 2 階建て（瓦葺）。常設展示室 1・企画展示室

1。古代の里園地には、竪穴住居 3 棟・高床倉庫 1 棟（木造）を復元。市域の歴史・考古

資料を中心に収蔵・調査・公開を行っている。また令和元年度は、空調設備等改修工事

の実施設計を行った。 

 

ア 令和元年度事業             令和元年度 入館者数 2,821 人 

 (ア) 丹後古代の里資料館企画展示 1「京丹後市内の学校所蔵資料 1～京都府立峰山高等

学校と久美浜高等学校」 

http://www.nakisuna.jp/
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  会 期：平成 31 年 4 月 27 日（土）～7 月 7 日（日） 

  概 要：京都府立峰山高等学校と久美浜高等学校所蔵資料の紹介（京都文化博物館総

合展示「京都府内の学校所蔵資料 2」の展示内容の一部を紹介するもの）。 

 (イ) 市制 15 周年記念企画展示・ＩＣＯＭ京都大会開催記念・丹後古代の里資料館企画

展示 2「京丹後市内の学校所蔵資料 2～京都府立網野高等学校」 

  会 期：令和元年 7 月 13 日（土）～9 月 29 日（日） 

  概 要：京都府立網野高等学校所蔵資料の紹介（京都文化博物館総合展示「京都府内

の学校所蔵資料 2」の展示内容の一部を紹介するもの）。 

 (ウ) 市制 15 周年記念企画展示・丹後古代の里資料館企画展示 3「細川ガラシャ隠棲地」 

  会 期：令和元年 10 月 5 日（土）～12 月 15 日（日） 

  概 要：弥栄町味土野の細川ガラシャ夫人隠棲地に関する史料を紹介 

 （エ）丹後古代の里資料館企画展示 4「新収蔵品展」 

会 期：令和 2 年 1 月 11 日（土）～4 月 12 日（日） 

概 要：戦前に府会議員であった萩原光蔵夫妻金婚式祝賀貼交屏風を紹介 

 (オ)夏休み入館料無料  入館者 21 人 

  期 間：令和元年 7 月 20 日（土）～8 月 26 日（月） 

  内 容：所定のチラシを持参した市内小学生 1 人とその保護者の入館料を無料 

イ 減免申請  令和元年度件数 7 件 

 

（4） 郷土資料館 

所在地：〒629-3133 京丹後市網野町郷 55  

入館料：大人 200 円・小中学生 100 円（団体 15 名以上大人 120 円・小中学生 

60 円） 

開館日：火・木・土曜日（ただし年末年始は休館） 

平成 30 年 4 月に旧郷小学校校舎を活用し開館した。市内の民俗資料、古文書・古書籍等

の収蔵・調査・公開を行っている。 

 

ア 令和元年度事業             令和元年度 入館者数 822 人 

 (ア) 市制 15 周年記念企画展示・郷村断層天然記念物指定 90 周年記念・郷土資料館夏

季企画展示 「丹後震災の記憶を伝える」 
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  会 期：令和元年 7 月 20 日（土）～8 月 31 日（土） 

  概 要：丹後震災および郷村断層に関する史料、画報等の展示 

 (イ)秋季企画展示「むかしの装い～装飾の道具～」 

  会 期：令和元年 10 月 5 日（土）～12 月 7 日（土） 

  概 要：装いに関する道具や装飾品、昭和初期以降の着物など衣料等の展示 

 (ウ)春季企画展示「こどもの節句展」 

  会 期：令和 2 年 2 月 22 日（土）～5 月 16 日（土） 

  概 要：雛人形や鯉のぼりなど節句に関わる資料を中心に展示 

 (エ)郷土資料館まつり 

  日 時：令和元年 10 月 26 日（土）   入館者 222 人 

  内 容：手機織り、勾玉作り、紙漉きはがき作り体験 

イ 減免申請  令和元年度件数 11 件 
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3 指定文化財 

 

(1) 京丹後市内指定・登録文化財件数一覧表 

指定区分 国指定 
国登録 

・選択 

府指定 

・選定 
府登録 

府暫定

登録 
市指定 合計 

建造物 2 13 5 5 52 12 89 

絵画     3 7 8 15 33 

彫刻 2   2    12 16 

工芸品 1   4    11 16 

書跡          3 3 

古文書     1 1 3 1 6 

歴史資料     1    1  2 

考古資料 2   6 1 5 9 23 

無形民俗文化財   1 3 11  3 18 

有形民俗文化財         3 1 4 

史跡 5   7    15 27 

遺跡          1 1 

名勝    1    3 4 

天然記念物 1   1 1  11 14 

名勝及び天然記念物 1  1    2 

文化財環境保全地区     3    2 5 

文化的景観   2    2 

合計 14 14 40 26 71 100 265 

 


